
泌尿 紀 要39=37-40,1992 37

副副腎に発生 した副腎骨髄脂肪腫の1例
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   A case of adrenal myelolipoma is reported. The patient was a 74-year-old female who was 
admitted to our hospital. Ultrasonography and CT scan incidentally showed a left retroperitoneal 
tumor, located between the left kidney and the spleen. At the operation, we observed that the 
tumor separated from the normal left  adernalgland, and confirmed that the tumor had developed 
from the accessory adrenal gland. 

   The resected tumor measured 61 x  42  x  40  mm in size and 60 g in weight. Histological findings 
were compatible with myelolipoma. 

   We reviewed 104 cases of adrenal myelolipoma reported in the Japanese literature. 

                                                     (Acta Urol. Jpn. 39: 37-40, 1993) 
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緒 言

副腎骨髄脂肪腫は,比 較的稀な疾患であるが近年画

像診断の進歩に伴い偶然発見される症例や術前診断可

能であった症例の報告が増加している.今 回われわれ

は,多 房性腎嚢胞を伴い,副 副腎に発生 したため術前

診断が困難であった骨髄脂肪腫の1例 を経験 したので

若干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:74歳,女 性

主訴:尿 潜血反応陽性

家族歴=特 記すべきことなし

既往歴:高 血圧,白 内障

現病歴:1991年7月 白内障の手術時に尿潜血反応陽

性指摘 され当科紹介となった.超 音波検査,腹 部CT

にて左腎腫瘍を疑われ同年7月26日 精査,加 療のため
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入 院 とな った、

入 院 時現 症:身 長134cm,体 重42.5kg,血 圧160/

76mmHg,胸 部理 学 的 所 見 に 異 常 な し,腹 部 に腫 瘤

を 触 知せ ず.

入 院 時 検 査成 績ORBC331万,Hb9.6g/d且,Ht

29.0%oと 貧 血を 認 め る 以外 は 一般lrD液 生 化 学 検 査 は

正 常 で あ った.

画 像 診 断'胸 部 レ線 像,KUB,IVPに 異 常 を 認 め

ず.

腹 部超 音 波 検 査:脾 臓 と左腎 の間 に輪 郭 明瞭 で 内 部

は 不 均 一 なhyperechoicmassを 認 め た.左 腎 上極

の 嚢 胞 と癒 着 して い る よ うに見 えた(Fig.1),

腹 部CT検 査:超 音 波 にて 認 め る脂 肪成 分 を 含 む

内 部 不均 一 の腫 瘤 が 脾 臓 と左腎 の間 に存 在 した(Fig.
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以上 の所見から,腎 被膜由来の脂肪成分を含む腫瘍

で,奇 形腫 または脂肪肉腫を考えた.

手術所見:全 身麻酔下に経腹的腫瘍摘出腎合併切除

術を施行した.術 中,正 常副腎および左腎臓 とは腫瘍

は隔絶 されていたが術前悪性を否定しきれなかったた

め腎合併切除を行った.

摘出標本 標本は大きさ61×42x40mm,質 量60

g,表 面平滑で被膜に覆われた 赤褐色の腫瘤であった

(Fig.3).

病理組織学的所見:劃 腎組織内に成熟脂肪織が存在

し,そ の一部に骨髄造血組織を認めた(Fig.4).

術後経過1術 後不明熱続 き,肺 結核疑いにて気管洗

浄施行したところ,抗 酸菌陽性にて現在抗結核化学療

法中である.ま た血圧については,術 後特に変化を認

めなかった.
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Tablel.Distributionofageandsex

年 齢 男性 女性 計

O～19

2⑪～29

30-39

40～49

50-59

60--69

70～

0

3

6

15

21

6

2

0

0

5

10

18

13

5

0

3

11

25

39

19

7

計 5351104

考 察

副腎の骨髄脂肪腫は,比 較的稀な非機能性腫瘍であ

る.本 邦における副腎骨髄脂 肪腫については,三 宅

ら!)が外科的に切除した43例 を集計している.三 宅ら

以降自験例を含めわれわれが検索 しえた本邦外科的切

除例61例 を加えた計104例 について検討した.

男女別では,男 性53例,女 性51例 であ りほぼ同数で

ある(Tablel).年 齢は20歳 か ら76歳(平 均53歳)で

近年,高 齢者の症例が増加している.患 側は右72例,

左25例,両 側5例,副 副腎からの発生2例 と右側に多

い傾向がある.主 訴としては,腫 瘤触知,腰 痛,腹 痛

等が見 られることもあるが,ほ とんどトックや他疾患

精査中などの偶然発見例である.質 量は2.4～1,950g

(平均333g)で あ り,近 年偶然発見例の増加にとも

ない摘出質量は小さくなる傾向がある.

このように副腎骨髄脂肪腫の報告数は近年非常に増

加しており,最 近4年 間に66例 と現在までの本邦報告

例の半数以上がなされていることから従来考えられて

いたほど稀な腫瘍ではないようである.

本症の成因は不明であるが,現 在では副腎皮質細胞

の化生によるとの説2-4)が有力である.

自験例では術前画像上,副 副腎由来の骨髄脂肪腫を

疑える所見はえられず,結 果的に術中所見および病理

所見にて副副腎由来の骨髄脂肪腫と診断した.副 副

腎より発生 した症例は検索しえたか ぎりに おい て5

例4一8)ありその特徴として正常副腎から発生した骨髄

脂肪腫 と比較 し腫瘍質重量が大きい傾向があるとされ

ている,こ こで注意すべきは,影 山らの報告のように

術前のCTに て患側の正常副腎が確認された場合で

も副副腎からの発症もあ りえるということを常に考慮

しなくてはいけない、

診断には超 音波検査およびCTが 有用 とされて

いる.ま た最近では,MRIに より診断された報告

例9-mも ある.
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超音波 検査 の特 徴は,suprarenalhyperechoic

massで あ り,腫 瘤が大きく腫瘤の問に切れ込みを有

することで鑑別可能であると報告されている12)が,自

験例では患側腎に多発性の腎嚢胞を合併しており特に

腎上極の大きな嚢胞によって腫瘍は上方に圧排されて

お りどの臓器に発生 したかの術前の判断を困難に し

た,

CTで は1)被 膜 を有し,2)脂 肪組織の部分を示す

低吸収域と,造 血組織,出 血巣,石 灰巣などによる高

吸収域の混在は骨髄脂肪腫を強 く示唆し,さ らに3)腫

瘍 内の隔壁構築の有無に着目し,隔 壁を有する場合は

骨髄脂肪腫の診断をより強く指示でぎるとの報告13・14)

もみ られる.

また最近本症 例のMRIで の所見が報告され るよ

うになり,今 後診断に当た り腫瘍の存在部位や,肝,

腎 との位置関係や,腫 瘍臓器の同定に有用であると思

われる.

このように画像診断の進歩にともない術前に骨髄脂

肪腫 との診断が可能であった症例の報告が急増してい

るが,本 邦ではそのほとんどが診断を兼ねて外科的摘

出を受けているのが現状である15・16).

しか し本邦でも最近は超音波,CTガ イ ドでのfi-

ne-needleaspirationbiopsyを 施行し確定診断をえ

て外科的処置を回避 した症例の報告!7-19)が増 加 して

きている.

われわれは諸家の報告2021)を基に以下の点を満たす

ものを骨髄脂肪腫の手術適応があると考えている.1)

症状がある.2)腫 瘍 の最大径が6cm以 上 である.3)

画像診断のみでは悪性を否定不可能である.4)fine-

needleasplrationbiopsyが 施行不可能であるか,

それでは確定診断がえられない.

一一方 ,1)高 齢者である.2)偶 発腫瘍である.3)腫 瘍

の最大径が6cm未 満である.4)fine-needleaspira-

tionbiopsyを 施行 し確定診断をえるか,3,6,12

カ月後のCTに て変化を認めない場合はむ しろ積極

的に経過観察でとどめるべきであると考える.

結 語

多発性腎嚢胞を合併し,副 副腎に発生 したと思われ

た骨髄脂肪腫の1例 を報告す るとともに,本 邦報 告

104例を集計し若干の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は第4回 日本泌尿器科学会栃木地方会にて発

表した.
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